
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
的

転回
」
と
も
捉
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
テ
イ
ラ
ー
の
カ
ト
リ
シ
ズ

　
　
　㎝・
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
　
　
　
　
　
　
　
ム
へ
の
傾
倒
、
宗
教
的
観
点
の
重
視
と
い
っ
た
変
化
に
つ
い
て
は
、
1
・

　
　
　
　カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
特
徴
と
そ
の
妥
当
性
　
　
フ
レ
イ
ザ
ー
と
R
．
ア
ビ
ー
が
論
争
を
展
開
し
て
い
る
。
テ
イ
ラ
ー
の
「
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
リ
シ
ズ
ム
」
理
解
は
、
失
わ
れ
た
「
超
越
」
の
観
点
を
回
復
さ
せ
る
よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　鬼
頭

葉

子

　
繁
哩
祠
難
鵬
蕩
霧
馨
莇
燗
塞
檸
騨

序

　
　
　
　
　
　
　
げ
諺
雛
翻
謙
シ
鋲
ム
翼
躯
豹
多
読
糞
ぼ

　
本
研究
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
社
会
哲
学
・
倫
理
学
者
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
　
　
　
の
い
う
「
善
と
し
て
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
概
観
す

テ
イ
ラ
ー
の
研
究
に
つ
い
て
、
彼
の
宗
教
に
関
す
る
諸
論
を
中
心
に
取
り
　
　
る
。
（
二
）
1
①
テ
イ
ラ
ー
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
は
多
元
性
を
保
証
す
る

扱う
。
テ
イ
ラ
ー
は
主
著
『
自
我
の
源
泉
』
（
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
、
　
　
有
効
な
善
の
モ
デ
ル
と
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
先
行
研

近
代的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
「
超
越
」
の
役
割
　
　
究
を
参
照
し
検
討
し
て
い
く
。
（
二
）
1
②
筆
者
の
見
解
を
述
べ
る
（
「
カ
ト

を
果
た
す
も
の
と
し
て
、
「
ユ
ダ
ヤ
ー
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
有
神
論
の
希
　
　
リ
シ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
多
元
性
」
と
「
超
越
」
の
妥
当
性
に
つ
い
て
）
。

望
」
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
カ
ト
リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
（
一
九
九
　
　
　
（
二
）
1
③
筆
者
の
見
解
を
述
べ
る
（
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
ア
ガ

一年
）
に
お
い
て
、
テ
イ
ラ
ー
は
よ
り
明
確
な
「
有
神
論
的
源
泉
」
と
し
　
　
　
ぺ
ー
」
と
「
異
文
化
へ
の
宣
教
」
に
つ
い
て
）
。
な
お
テ
イ
ラ
ー
の
宗
教
に

てカ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
可
能
性
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
の
こ
の
立
場
は
、
『
今
　
　
関
す
る
言
説
を
中
心
に
扱
う
た
め
、
『
自
我
の
源
泉
』
か
ら
継
承
さ
れ
た
点

日
の
宗
教
の
諸
相
』
（
二
〇
〇
二
年
）
、
ま
た
大
著
『
世
俗
の
時
代
』
（
二
〇
　
　
　
お
よ
び
変
化
し
た
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『
カ
ト
リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
の

〇
七
年
）
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。
テ
イ
ラ
ー
が
上
記
の
諸
著
作
で
課
題
　
　
記
述
を
主
に
分
析
し
、
『
今
日
の
宗
教
的
諸
相
』
へ
の
過
程
に
注
目
す
る
。

と
し
た
の
は
、
世
俗
化
・
非
宗
教
化
が
進
展
し
た
近
代
以
降
の
時
代
に
お
　
　
こ
の
時
期
の
テ
イ
ラ
ー
の
宗
教
観
が
、
『
世
俗
の
時
代
』
に
お
い
て
ど
の
よ

け
る
「
善
」
の
在
処
の
問
題
で
あ
る
。
『
カ
ト
リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
以
降
　
　
　
う
に
結
実
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
今
後
の
研
究
課
題
と

テイ
ラ
ー
は
、
接
触
す
る
も
の
が
「
善
く
あ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
道
徳
　
　
　
し
た
い
。

的
源泉
」
と
し
て
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
の
可
能
性
を
提
唱
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
特
に
『
カ
ト
リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
の
内
容
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
「
宗

㎝
・
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
特
徴
と
そ
の
妥
当
性
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
七



＝
八

三
「
善
」
と
し
て
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
　
　
　
禦
㌧
、
輪
穂
濃
、
離
塵
慕
勤
擁
鹸

　
（
｛
）
ー
①
　
「
善
」
の
定
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
観
念
で
あ
り
、
「
い
か
な
る
種
類
・
カ
テ
ゴ
リ
に
属
そ
う
と
も
」
と

　は
じ
め
に
テ
イ
ラ
ー
の
い
う
「
善
（
匪
Φ
o
q
o
o
α
）
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
　
　
あ
る
よ
う
に
、
「
善
」
の
内
容
そ
れ
自
体
は
定
義
さ
れ
る
類
の
も
の
で
は
な

お
こ
う
。
従
来
テ
イ
ラ
ー
は
、
M
・
サ
ン
デ
ル
ら
と
並
び
共
同
体
主
義
者
　
　
　
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

（コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
）
と
し
て
思
想
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
　
　
　
多
様
な
種
類
や
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
さ
れ
る
「
善
」
は
、
複
数
で
あ
り
異

所
以は
、
彼
が
「
正
（
昏
Φ
「
凶
讐
け
）
よ
り
も
善
」
を
優
先
し
、
ロ
ー
ル
ズ
　
　
な
る
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る
性
質
を
持
つ
。
し
か
し
テ
イ
ラ
ー
の
想
定
す
る

やド
ゥ
オ
ー
キ
ン
、
キ
ム
リ
ッ
カ
ら
の
正
義
論
が
「
善
に
つ
い
て
の
薄
い
　
　
　
「
善
」
は
、
単
に
並
立
な
も
の
で
は
な
く
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
も
有
す
る
。

理論
」
か
ら
出
発
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
テ
イ
ラ
ー
　
　
テ
イ
ラ
ー
は
各
人
が
実
現
し
た
い
と
願
う
様
々
な
あ
り
方
を
、
「
生
活
善

の指
摘
に
よ
れ
ば
、
「
何
が
適
切
な
正
義
の
原
理
で
あ
る
か
を
決
め
る
た
め
　
　
　
（
ま
Φ
α
q
o
o
α
ω
）
」
と
位
置
づ
け
る
（
↓
醸
一
〇
目
同
㊤
゜
。
P
㊤
゜
。
）
。
「
生
活
善
」
の

に
は
、
我
々
は
す
で
に
持
っ
て
い
る
善
の
意
識
に
訊
か
ね
ば
な
ら
な
い
　
　
具
体
的
例
と
し
て
は
、
近
代
、
特
に
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
生
活
に
よ
っ

（
日
9
覧
〇
二
り
゜
。
ρ
゜
。
⑩
）
」
の
で
あ
り
、
「
善
に
つ
い
て
の
薄
い
理
論
」
の
よ
う
　
　
　
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
自
律
」
・
「
家
族
生
活
の
重
要
性
」
・
「
善
意
（
げ
曾
Φ
＜
o
・

に
、
「
何
が
善
い
か
」
と
い
う
思
念
を
抜
き
に
し
て
正
義
原
理
の
み
を
純
粋
　
　
δ
旨
o
⑦
）
」
な
ど
、
日
常
生
活
の
肯
定
に
お
け
る
道
徳
的
諸
価
値
が
挙
げ
ら
れ

に

抽出
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
勿
論
こ
こ
で
の
テ
イ
ラ
ー
の
意
図
　
　
る
（
目
⇔
覧
o
同
H
㊤
゜
。
P
°
。
O
°
。
）
。
こ
れ
ら
生
活
善
に
対
し
、
「
質
的
不
連
続
性

は
、
正
義
か
善
か
と
い
う
二
者
択
」
、
あ
る
い
は
一
方
の
優
位
を
主
張
す
　
　
　
（
↓
帥
覧
o
「
同
O
°
。
P
①
ω
）
」
の
関
係
に
あ
る
コ
局
位
善
（
夏
6
艘
α
q
o
o
α
ω
）
」
、
別

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

る
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
が
正
義
と
は
何
で
あ
る
か
を
問
う
際
、
何
ら
か
　
　
の
表
現
で
は
「
よ
り
高
位
の
秩
序
に
あ
る
善
（
匪
σ
q
げ
Φ
同
・
o
a
Φ
『
凶
o
o
α
ω
）
」

の

「
善
さ
」
に
つ
い
て
の
価
値
判
断
が
す
で
に
前
提
さ
れ
て
い
る
と
い
う
　
　
　
が
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
近
代
の
日
常
生
活
の
肯
定
に
基
づ
い
た
近
代
に

事
態を
指
摘
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
善
の
存
在
が
前
提
さ
れ
る
　
　
　
お
け
る
諸
生
活
善
の
「
フ
レ
イ
ム
ワ
ー
ク
（
円
蝉
覧
o
「
H
O
°
。
P
H
㊤
）
」
を
形
成

のは
、
テ
イ
ラ
ー
が
考
え
る
「
善
」
の
定
義
が
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
持
　
　
す
る
「
高
位
善
」
は
、
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
「
自
然
的
秩
序
の
理
神
論
的

つ
から
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
善
」
と
は
、
「
質
的
な
区
別
に
よ
っ
て
、
よ
　
　
観
念
（
↓
四
覧
自
H
㊤
゜
。
ρ
ω
O
°
。
）
」
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
追
求
さ
れ

り
高
い
も
の
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
も
の
（
目
醸
一
〇
H
H
O
°
。
P
°
。
O
）
」
で
あ
　
　
　
る
諸
価
値
の
実
現
と
し
て
の
「
善
」
と
は
存
在
論
的
差
異
が
あ
り
、
同
列

り
、
「
い
か
な
る
種
類
や
カ
テ
ゴ
リ
に
属
そ
う
と
も
、
重
要
で
あ
り
、
価
値
　
　
　
に
は
比
較
で
き
な
い
。

があ
り
、
称
賛
に
値
す
る
何
ら
か
の
も
の
（
目
曙
δ
同
日
O
°
。
P
O
b
。
）
」
と
さ
れ
　
　
　
さ
ら
に
テ
イ
ラ
ー
は
、
善
に
関
し
て
「
高
位
善
」
の
み
な
ら
ず
、
質
的



区
別
に
お
い
て
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
い
「
構
成
善
（
昏
Φ
。
8
・
　
　
を
取
り
巻
く
世
界
ー
被
造
物
1
を
善
い
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

ω寓
け
q
自
く
o
α
q
o
o
α
）
」
な
る
も
の
を
想
定
し
て
い
る
（
↓
鋤
覧
o
同
H
㊤
゜
。
ρ
㊤
b
。
－
　
　
人
間
は
そ
れ
ら
に
肯
定
的
な
態
度
・
行
動
を
取
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の

㊤ω
）
。

こ
の
「
構
成
善
」
に
つ
い
て
テ
イ
ラ
ー
は
プ
ラ
ト
ン
を
例
に
挙
げ
る
。
　
　
　
で
あ
る
（
臼
曽
覧
R
H
㊤
゜
。
P
㊤
b
。
－
㊤
ω
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
リ

プラ
ト
ン
の
考
え
る
「
善
（
昏
Φ
○
。
。
α
V
」
1
善
の
イ
デ
ア
ー
は
、
「
存
　
　
　
　
こ
の
「
道
徳
的
源
泉
」
1
「
分
節
化
」
の
対
は
、
多
様
な
「
道
徳
的
源

在
の
秩
序
」
あ
る
い
は
「
秩
序
の
原
理
」
で
あ
る
が
、
こ
の
善
の
イ
デ
ア
　
　
泉
」
に
関
し
て
前
提
さ
れ
る
。
そ
し
て
テ
イ
ラ
ー
は
「
分
節
化
」
の
は
た

は
、
そ
れ
以
上
に
も
う
一
つ
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
　
　
ら
き
に
重
き
を
置
く
が
、
そ
れ
は
「
分
節
化
」
が
自
己
の
道
徳
的
観
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
け

よ
う
な
「
善
」
は
「
そ
れ
へ
の
愛
が
我
々
を
善
い
行
為
へ
と
動
か
す
」
も
　
　
　
つ
い
て
、
よ
り
豊
か
な
理
解
を
獲
得
す
る
能
力
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
己
に

の

であ
り
、
「
そ
れ
へ
の
愛
が
我
々
に
善
を
行
い
、
善
く
あ
る
よ
う
に
力
を
　
　
と
っ
て
何
が
「
道
徳
的
源
泉
」
と
な
る
善
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
分
節
化

与
え
る
」
よ
う
な
「
道
徳
的
源
泉
（
凶
目
o
冨
房
o
嘆
o
Φ
）
」
で
あ
る
（
臼
四
覧
o
吋
　
　
す
る
試
み
に
は
様
々
な
実
例
が
あ
る
。
テ
イ
ラ
ー
の
思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー

H㊤゚。
ρ
㊤ω
）
。

テ
イ
ラ
ー
の
い
う
構
成
善
も
、
善
い
行
為
が
存
在
論
的
構
造
　
　
　
チ
に
よ
れ
ば
、
近
代
以
降
、
「
超
越
」
の
観
点
を
欠
き
、
内
在
の
う
ち
に
お

を
持
つ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
我
々
が
善
く
あ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
力
　
　
け
る
高
次
の
善
を
明
確
化
す
る
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
。
「
ア
ガ
ペ
ー
」
の

や愛
と
い
っ
た
動
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
比
較
　
　
事
例
で
は
、
被
造
物
に
と
っ
て
創
造
者
は
「
超
越
」
的
善
で
あ
る
。
テ
ィ

にな
ら
な
い
ほ
ど
高
次
の
「
道
徳
的
源
泉
と
し
て
の
善
」
に
関
し
て
、
テ
　
　
　
ラ
ー
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
「
超
越
」
と
は
「
人
間
の
生
を
超
え
た
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

イ
ラ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
ー
キ
リ
ス
ト
教
的
有
神
論
の
文
脈
に
お
け
る
、
神
の
被
　
　
　
（
日
餌
覧
o
同
ト
㊤
㊤
O
P
b
。
O
）
で
あ
る
。
こ
の
「
人
間
の
生
を
超
え
る
も
の
」
に

造物
に
対
す
る
「
ア
ガ
ペ
ー
」
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
み
な
す
。
す
な
わ
ち
　
　
何
ら
価
値
を
見
出
さ
な
い
思
考
・
行
動
様
式
に
つ
い
て
、
テ
イ
ラ
…
は
「
排

『聖書
』
の
「
創
世
記
」
に
お
い
て
、
神
が
自
ら
創
造
し
た
も
の
に
対
し
て
　
　
他
的
人
聞
主
義
（
Φ
×
o
ピ
ω
貯
Φ
冨
巨
餌
巳
ω
日
）
」
の
呼
び
名
を
与
え
る

「
善
し
と
さ
れ
た
」
件
は
、
神
の
被
造
物
へ
の
愛
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
　
　
　
（
↓
o
覧
o
H
H
8
0
ρ
b
。
伊
b
。
り
）
。
近
代
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
形
成
す
る

（
↓
餌
覧
〇
二
⑩
゜
。
ρ
O
ω
”
㎝
H
①
）
。
こ
の
神
か
ら
の
愛
は
、
神
か
ら
被
造
物
へ
一
　
　
　
契
機
と
な
っ
た
諸
思
想
の
試
み
は
、
超
越
な
き
道
徳
的
源
泉
を
分
節
化
す

方
的
に

与え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
被
造
物
の
側
か
ら
、
自
身
の
　
　
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
近
代
の
諸
思
想
（
べ
ー
コ
ン
や
デ
カ
ル
ト
の
合
理
論
、

道
徳
的
源
泉を
意
識
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
自
己
の
道
徳
　
　
　
ロ
ッ
ク
の
理
神
論
、
デ
ィ
ド
ロ
ら
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
啓
蒙
主
義
者
、
功
利
主

的

源
泉
が何
で
あ
る
の
か
（
こ
の
場
合
は
「
ア
ガ
ペ
ー
」
）
を
「
分
節
化
　
　
義
者
）
で
は
、
善
の
質
的
区
別
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
テ
イ
ラ
ー
は

（曽三
〇
口
一
節
叶
陣
O
昌
）
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
自
分
の
人
生
が
何
を
中
心
に
で
　
　
こ
れ
を
「
近
代
哲
学
の
沈
黙
」
と
位
置
づ
け
る
（
↓
餌
覧
o
H
H
O
°
。
P
㊤
゜
。
）
。
そ

き
て
い
る
の
か
」
と
い
う
善
に
つ
い
て
の
意
識
を
獲
得
し
、
自
分
と
そ
れ
　
　
　
し
て
善
に
つ
い
て
の
価
値
判
断
を
差
し
控
え
て
い
る
近
代
哲
学
に
伴
っ
て

㎝
・
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
特
徴
と
そ
の
妥
当
性
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九



一
二
〇

形成
さ
れ
た
近
代
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
は
、
日
常
生
活
の
価
値
と
　
　
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
神
が
存
在
し
な
け
れ
ば
す
べ
て
は
許
さ
れ
る
」
と

自
由
を
肯
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
善
の
質
的
区
別
を
認
め
ず
、
「
構
成
善
」
　
　
物
語
の
登
場
人
物
に
言
わ
し
め
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
ご
と
く

を
拒
否
す
る
こ
と
で
あ
る
（
日
鋤
覧
o
『
H
㊤
゜
。
ρ
㊤
゜
。
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓
㊤
覧
自
H
㊤
゜
。
P
H
O
）
、
構
成
善
な
く
し
て
、
自
己
に
と
っ
て
何
が
「
善
」

　ま
た
無
神
論
者
や
二
i
チ
ェ
の
よ
う
に
、
「
善
」
を
相
対
化
す
る
よ
う
な
　
　
で
あ
る
か
、
ま
た
何
が
自
分
の
生
を
構
成
す
る
の
か
に
つ
い
て
知
る
こ
と

立場
に
お
い
て
も
、
テ
イ
ラ
ー
は
そ
こ
に
あ
る
種
の
「
善
」
を
見
出
し
て
　
　
が
で
き
ず
、
人
は
「
意
味
の
危
機
（
↓
四
覧
〇
二
〇
°
。
ρ
H
°
。
）
」
に
陥
る
か
ら
で

い
る
。
彼
ら
は
人
間
の
理
性
の
力
に
懐
疑
的
で
あ
る
点
で
「
排
他
的
人
間
　
　
あ
る
。
現
代
人
に
と
っ
て
典
型
的
な
問
い
は
、
個
人
の
生
に
お
け
る
「
価

主義
」
と
は
異
な
る
も
の
の
、
善
を
内
在
に
位
置
づ
け
る
パ
タ
ー
ン
を
持
　
　
値
あ
る
こ
と
（
≦
o
爵
≦
匡
Φ
ロ
Φ
ω
ω
）
」
や
「
有
意
味
性
（
日
＄
巳
コ
鷺
巳
昌
Φ
゜
。
ω
）
」

つ
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
例
え
ば
ニ
ー
チ
ェ
は
、
宇
宙
と
そ
こ
で
は
た
　
　
に
関
す
る
問
い
で
あ
り
、
生
が
豊
か
で
内
実
の
あ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は

ら
く
力
に
つ
い
て
の
「
よ
り
高
次
の
視
点
（
ぼ
α
q
げ
霞
乱
ω
δ
5
）
」
を
持
た
な
　
　
空
虚
で
つ
ま
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
問
い

い

（
目
p
覧
o
「
H
㊤
゜
。
㊤
狙
α
゜
。
）
。
そ
し
て
二
ー
チ
ェ
は
、
力
へ
の
意
志
に
お
け
　
　
で
あ
る
（
6
9
覧
o
同
お
゜
。
ρ
爵
誌
G
。
）
。
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
、
テ
イ
ラ
ー

る
自
己
超
克
に
よ
っ
て
、
「
世
界
が
見
え
な
い
場
で
あ
り
、
霊
的
で
も
な
く
、
　
　
に
と
っ
て
、
人
が
自
己
を
取
り
巻
く
世
界
に
対
し
て
肯
定
的
な
態
度
を
持

混沌
と
し
た
力
の
領
域
で
あ
り
続
け
る
と
し
て
も
、
人
は
そ
の
世
界
を
肯
　
　
ち
得
る
の
は
、
「
自
我
の
道
徳
的
源
泉
」
を
分
節
化
す
る
か
ら
こ
そ
可
能
と

定
で
き
る
（
↓
曽
覧
o
＝
㊤
゜
。
P
島
゜
。
）
」
と
見
倣
し
た
の
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
　
　
な
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
個
人
は
生
の
背

に
よ
る
こ
の
世
と
し
て
の
世
界
の
肯
定
、
そ
し
て
美
的
な
も
の
の
肯
定
は
、
　
　
景
画
と
も
な
る
フ
レ
イ
ム
ワ
ー
ク
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で

テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
善
が
「
美
的
変
貌
（
器
ω
些
Φ
口
o
貫
四
房
隔
同
o
q
口
鑓
寓
8
）
」
　
　
あ
る
。
個
人
に
と
っ
て
「
善
」
が
何
で
あ
る
の
か
判
断
す
る
際
に
お
い
て

し
た
も
の
で
あ
る
（
↓
鋤
覧
〇
二
㊤
゜
。
P
藤
紐
）
。
こ
の
ニ
ー
チ
ェ
の
よ
う
な
形
　
　
も
、
そ
の
決
定
は
人
が
背
負
う
「
物
語
」
の
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

式
の

「善」
は
、
一
切
の
正
義
を
不
在
と
す
る
善
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
　
　
間
は
「
自
分
の
生
を
物
語
（
き
旨
銭
く
Φ
）
の
中
で
把
握
（
目
p
覧
〇
二
り
゜
。
ρ

事例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
テ
イ
ラ
ー
の
い
う
善
と
は
何
ら
か
の
規
範
　
　
ミ
）
」
し
、
「
物
語
の
中
で
人
生
に
意
味
づ
け
を
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と

から
そ
の
正
し
さ
（
正
義
に
適
っ
て
い
る
か
否
か
）
を
判
断
す
る
も
の
で
　
　
は
、
何
ら
か
の
仕
方
で
善
と
関
連
を
持
つ
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
る

は
な
く
、
自
己
と
そ
れ
が
生
き
る
世
界
を
「
善
い
と
み
な
す
こ
と
」
、
「
肯
　
　
　
（
目
9
覧
9
お
゜
。
P
ミ
）
」
。
こ
の
よ
う
に
テ
イ
ラ
ー
の
想
定
す
る
「
善
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

定
す
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
、
人
間
を
生
へ
と
力
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
特
定
の
共
同
体
の
中
に
あ
る
個
人
が
、
生
の
意
味
あ
る
い
は
価
値
に
関
す

　そ
れ
で
は
近
代
諸
思
想
や
無
神
論
者
ら
の
よ
う
に
、
善
の
質
的
区
別
が
　
　
　
る
事
柄
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
試
み
る
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
「
善
」
に

な
さ
れ
な
い
こ
と
及
び
「
善
」
の
内
在
化
が
、
な
ぜ
問
題
と
さ
れ
る
の
か
。
　
　
接
触
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
理
解
に
根
差
し
て
い
る
。
生
に



おけ
る
価
値
判
断
に
関
し
、
「
善
」
に
対
し
て
距
離
を
置
き
、
中
立
的
で
あ
　
　
　
ま
ず
テ
イ
ラ
ー
が
用
い
る
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
の
語
の
示
す
と
こ
ろ
を

る
之
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
認
し
て
お
き
た
い
。
表
題
に
あ
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
的
近
代
（
O
㊤
昏
島
o

　
（
一
）
1
②
　
「
道
徳
的
源
泉
」
と
し
て
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
　
　
　
　
　
　
ヨ
o
α
Φ
ヨ
尋
）
」
と
は
、
従
来
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
よ
り
優
れ
た
、
今
ま
で
の

　
『
自
我
の
源
泉
』
執
筆
に
お
い
て
テ
イ
ラ
ー
が
目
的
と
し
た
こ
と
は
、
現
　
　
時
代
に
お
い
て
な
か
っ
た
よ
う
な
「
近
代
的
な
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
（
日
o
鳥
Φ
諺

代
人
を
「
霊
的
ロ
ボ
ト
ミ
ー
（
ω
営
ユ
巨
ρ
＝
o
げ
0
8
目
団
）
」
の
状
態
に
置
く
　
　
〇
四
匪
o
膏
凶
ω
ヨ
）
」
な
る
も
の
が
実
在
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
れ
で

こ
と
の
代
わ
り
に
、
近
代
以
降
、
人
間
が
「
窒
息
の
危
機
」
に
陥
ら
せ
、
　
　
　
は
テ
イ
ラ
ー
が
扱
お
う
と
す
る
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
と
は
何
か
。
テ
イ
ラ
ー

「葬
っ
て
き
た
」
道
徳
的
源
泉
と
し
て
の
善
を
「
分
節
化
」
し
、
再
生
さ
せ
　
　
自
身
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
性
（
普
遍
性
）
に
つ
い
て
、
「
全
世
界
に
行
っ
て
、

る
こ
と
で
あ
っ
た
（
↓
㊤
覧
〇
二
㊤
゜
。
ρ
器
O
）
。
『
自
我
の
源
泉
』
に
お
い
て
、
　
　
す
べ
て
の
造
ら
れ
た
も
の
に
福
音
を
宣
べ
伝
え
な
さ
い
」
の
聖
句
（
マ
ル

道
徳
的
源
泉
の

再
生
は

ユ
ダ
ヤ
ー
キ
リ
ス
ト
教
的
有
神
論
に
期
待
さ
れ
　
　
コ
「
六
・
｝
五
）
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
（
日
舜
。
覧
〇
二
〇
〇
㊤
ρ
置
）
。
こ

た
。
な
ぜ
有
神
論
に
期
待
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
　
　
　
こ
か
ら
テ
イ
ラ
ー
が
、
第
ニ
バ
チ
カ
ン
公
会
議
（
一
九
六
四
年
）
に
お
い

人間
が
自
身
の
力
で
達
成
し
よ
う
と
し
て
き
た
「
人
間
の
肯
定
」
が
、
有
　
　
て
表
明
さ
れ
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
在
り
方
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

神論
に
お
い
て
は
神
に
よ
る
人
間
の
肯
定
と
し
て
既
に
な
さ
れ
て
い
る
か
　
　
で
あ
る
。
同
公
会
議
に
お
い
て
は
、
「
教
会
の
外
に
救
い
な
し
」
と
い
う
排

ら
で
あ
る
（
目
勉
巳
o
同
H
O
°
。
ρ
鵠
O
－
α
b
。
H
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
主
義
が
退
け
ら
れ
、
『
教
会
憲
章
』
で
は
、
前
述
の
聖
句
が
掲
げ
ら
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ

　
『
自
我
の
源
泉
』
の
記
述
の
範
囲
で
は
、
テ
イ
ラ
ー
は
「
ユ
ダ
ヤ
ー
キ
リ
　
　
　
す
べ
て
の
人
々
に
開
か
れ
た
救
済
の
道
が
示
さ
れ
た
。
テ
イ
ラ
ー
は
こ
の

ス
ト
教
的
有
神
論
的
背
景
」
と
の
み
記
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
　
　
　
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
変
化
に
つ
い
て
、
他
宗
教
や
非
信
仰
者
に
も

『カ
ト
リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
に
お
い
て
、
テ
イ
ラ
ー
は
現
代
に
お
け
る
道
　
　
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
は
開
か
れ
て
お
り
、
多
様
性
を
許
容
し
う
る
よ
う
に

徳
的
源泉
と
し
て
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
の
可
能
性
を
主
張
し
て
い
る
。
　
　
　
な
っ
た
と
積
極
的
に
評
価
し
、
自
身
も
そ
こ
に
依
拠
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
著
作
は
、
テ
イ
ラ
ー
が
一
九
九
六
年
に
マ
リ
ア
ニ
ス
ト
・
ア
ワ
ー
ド
　
　
　
「
す
べ
て
の
も
の
に
宣
べ
伝
え
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
福
音
が
あ
ら
ゆ

を
受
賞
し
た
際
の
記
念
講
演
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
テ
イ
ラ
ー
　
　
　
る
人
々
に
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
オ
ー
プ
ン
ネ
ス
と
同
時
に
、
カ
ト
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
リ

自
身
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
持
つ
ケ
ベ
ッ
ク
出
身
の
カ
ナ
ダ
人
で
あ
る
。
　
　
　
ズ
ム
は
全
人
類
に
と
っ
て
「
普
遍
的
」
か
つ
「
包
括
的
」
で
あ
る
と
い
う

こ
の
よ
う
な
実
存
的
状
況
を
考
慮
し
て
も
、
彼
が
敢
え
て
「
カ
ト
リ
シ
ズ
　
　
意
味
も
含
有
さ
れ
よ
う
。
「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
と
は
、
本
来
そ
の
語
源
に
お
い

ム
」
の
語
を
用
い
た
背
景
あ
る
い
は
根
拠
に
つ
い
て
問
う
必
要
が
あ
る
だ
　
　
　
て
「
普
遍
的
公
同
性
」
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
テ
イ
ラ
ー
は
、
「
カ
ト

ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ッ
ク
」
の
語
源
で
あ
る
、
．
ぎ
き
o
ご
ミ
．
”
に
つ
い
て
、
第
一
に
「
普
遍
性

㎝
・
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
特
徴
と
そ
の
妥
当
性
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
＝



＝
一
二

（¢
巳
く
臼
ω
巴
同
9
」
、
第
二
に
「
全
体
性
（
≦
げ
o
δ
ロ
Φ
ω
ω
）
」
と
い
う
内
容
が
　
　
探
求
し
、
さ
ら
に
論
考
を
続
け
た
い
。

表さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
日
四
覧
o
目
H
O
O
O
9
弘
嵯
）
。
特
に
第
二
の
「
全

罐
蘇
撫
蘇
鱗
震
葱
酔
覆
魂
膿
　
三
）
テ
イ
ラ
あ
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
毫
の
可
能
性
と
限
界

を
考
慮
し
な
い
宣
教
方
法
も
想
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
テ
イ
ラ
ー
が
理
解
　
　
　
　
（
二
）
1
①
　
テ
イ
ラ
ー
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
説
得
力
は
あ
る
か
？

す
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
の
宣
教
と
は
、
諸
民
族
の
「
差
異
を
横
断
す
る
統
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
フ
レ
イ
ザ
ー
／
ア
ビ
ー
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て
1

一

（
巨
団
蔓
・
碧
8
ω
甲
α
離
霞
Φ
ロ
o
Φ
）
」
に
よ
っ
て
異
な
る
人
々
を
一
つ
に
　
　
　
ま
ず
『
カ
ト
リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
に
お
い
て
、
テ
イ
ラ
ー
が
述
べ
て

結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
多
様
性
を
無
視
し
て
同
一
化
に
よ
る
一
体
性
　
　
　
い
る
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
の
特
徴
を
把
握
し
て
お
こ
う
。
『
カ
ト
リ
ッ
ク
的

を
も
く
ろ
む
よ
う
な
、
「
同
一
性
を
通
し
た
統
一
（
¢
巳
蔓
－
夢
0
8
⊆
讐
－
　
　
近
代
か
？
』
の
テ
ー
マ
は
、
フ
レ
イ
ザ
ー
の
研
究
に
お
い
て
四
つ
に
分
類

冠
Φ
口
自
蔓
）
」
で
は
な
い
（
↓
p
。
覧
〇
二
〇
〇
㊤
ρ
謀
）
。
後
者
の
ケ
ー
ス
は
、
こ
　
　
　
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
妥
当
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
本
研
究
も
ま
た
プ
レ
イ

れま
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
に
お
け
る
過
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
「
差
　
　
　
ザ
ー
の
分
類
に
依
り
つ
つ
、
テ
イ
ラ
ー
な
ら
び
に
フ
レ
イ
ザ
ー
ら
研
究
者

異を
横
断
す
る
統
一
」
に
お
い
て
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
、
統
合
性
と
多
　
　
　
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
て
い
く
。
フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
以
下

様性
を
共
に
成
立
さ
せ
る
可
能
性
を
有
す
る
。
テ
イ
ラ
ー
は
こ
の
よ
う
な
　
　
の
四
つ
が
論
点
と
な
る
。
（
一
）
差
異
と
し
て
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
（
二
）

「カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
多
元
性
を
保
証
し
つ
つ
、
人
々
を
共
通
　
　
「
超
越
」
概
念
の
要
請
、
（
三
）
無
条
件
の
愛
に
基
づ
く
行
為
の
重
要
性
、

の

「道
徳的
源
泉
」
へ
と
統
合
す
る
も
の
と
捉
え
評
価
し
て
い
る
。
「
道
徳
　
　
　
（
四
）
差
異
と
統
合
を
両
立
せ
し
め
た
モ
デ
ル
と
し
て
の
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
の

的
源
泉
」
の
再
生
へ
の
希
望
は
、
以
前
は
『
自
我
の
源
泉
』
の
中
で
「
ユ
　
　
宣
教
の
今
日
性
、
こ
れ
ら
四
つ
で
あ
る
。
各
論
点
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か

ダ
ヤ
ー
キ
リ
ス
ト
教
的
有
神
論
的
背
景
」
と
表
現
さ
れ
た
が
、
そ
の
希
望
　
　
　
を
問
う
フ
レ
イ
ザ
ー
の
試
み
に
対
し
て
、
ア
ビ
ー
の
研
究
は
、
彼
の
試
み

がよ
り
具
体
的
に
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
　
　
全
般
は
支
持
す
る
も
の
の
、
個
々
の
議
論
や
結
論
に
つ
い
て
は
疑
義
を
唱

であ
る
。
テ
イ
ラ
ー
が
「
キ
リ
ス
ト
教
」
で
は
な
く
敢
え
て
「
カ
ト
リ
シ
　
　
え
て
い
る
。
筆
者
も
ま
た
フ
レ
イ
ザ
ー
の
特
定
の
結
論
に
つ
い
て
は
異
議

ズ
ム
」
の
語
を
用
い
た
の
は
、
彼
の
め
ざ
す
「
多
様
性
を
保
ち
つ
つ
統
合
　
　
が
あ
り
、
ま
た
フ
レ
イ
ザ
ー
の
視
点
と
は
異
な
っ
た
観
点
か
ら
テ
イ
ラ
ー

する
」
と
い
う
事
態
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
　
　
　
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
お
け
る
疑
問
点
を
後
述
し
た
い
と
考
え
る
。

であ
る
と
捉
え
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
統
合
と
同
　
　
　
「
差
異
を
横
断
す
る
統
合
」
と
し
て
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
テ
ィ

時
に多
元
性
を
保
証
す
る
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
そ
の
妥
当
性
を
　
　
ラ
ー
は
、
多
様
性
を
持
つ
人
間
を
統
合
す
る
の
に
有
効
な
可
能
性
と
し
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ロ

　
　
　
示
唆し
て
い
る
（
フ
レ
イ
ザ
ー
の
第
一
の
論
点
）
。
そ
も
そ
も
人
間
は
な
ぜ
　
　
ぶ
こ
と
）
、
そ
れ
を
考
察
す
る
試
み
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
　
　多
様
で
あ
る
の
か
。
ま
た
な
ぜ
多
様
性
に
お
い
て
統
合
が
必
要
と
な
る
の
　
　
　
第
三
の
論
点
に
つ
い
て
、
テ
イ
ラ
ー
は
ア
ガ
ペ
ー
概
念
を
、
無
条
件
の

　
　
　か
。
テ
イ
ラ
ー
は
こ
れ
ら
の
問
い
に
対
し
て
、
人
間
の
状
況
か
ら
の
判
断
　
　
愛
と
し
て
人
間
に
差
し
出
さ
れ
た
、
神
に
よ
る
被
造
物
の
肯
定
で
あ
る
と

　
　
　に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
神
と
の
関
係
に
お
け
る
人
間
の
本
性
を
説
く
こ
と
　
　
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
レ
イ
ザ
ー
は
こ
の
よ
う
な
テ
イ
ラ
ー

　
　
　
に
よ
っ
て
説
明
を
試
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
人
間
が
神
に
由
来
す
る
被
造
　
　
　
の
論
点
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
徒
で
な
い
者
た
ち
、
な
か
で
も
無
神
論
者

　
　
　物
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
様
に
造
ら
れ
た
た
め
（
三
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
を
持
　
　
　
ら
の
存
在
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
批
判
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
テ
ィ

　
　
　ち
、
な
お
か
つ
一
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
神
の
似
像
と
し
て
の
人
間
）
、
人
間
　
　
ラ
ー
が
「
善
の
無
神
論
的
源
泉
」
に
配
慮
す
る
こ
と
な
く
、
真
の
善
意
に

　
　
　は
共
同
性
（
統
合
）
な
ら
び
に
多
元
性
（
差
異
）
を
持
つ
存
在
と
理
解
さ
　
　
よ
る
行
い
（
げ
窪
Φ
＜
9
Φ
暮
9
。
。
¢
は
、
神
に
対
し
て
自
分
を
開
い
て
は
じ
め

　
　
　
れ
て
いる
（
↓
四
覧
o
「
H
8
㊤
ρ
ぱ
山
㎝
）
。
つ
ま
り
人
間
の
多
様
性
は
神
の
　
　
　
て
可
能
に
な
る
と
み
な
し
、
ア
ガ
ペ
ー
を
善
行
の
前
提
に
し
て
い
る
点
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
い

　
　　
三
位
一
体
性
に
由
来
す
る
こ
と
に
な
る
。
フ
レ
イ
ザ
ー
は
こ
の
よ
う
な
テ
　
　
の
批
判
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
「
ア
ガ
ペ
ー
」
理
解
に
つ
い
て
、
フ

　
　
　イ
ラ
ー
の
理
解
に
つ
い
て
、
結
局
カ
ト
リ
ッ
ク
の
旗
印
の
下
に
他
の
宗
教
　
　
　
レ
イ
ザ
ー
は
、
他
宗
教
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
旗
印
の
下
に
従
わ
せ
る
結
果
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ロ

　
　
　を
従
え
る
事
態
を
招
い
て
い
る
と
批
判
す
る
。
一
方
ア
ビ
ー
は
、
『
カ
ト
　
　
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
テ
イ
ラ
ー
が
多
元
性
を
保
証
す
る
「
カ

　
　
　リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
に
お
け
る
主
要
な
目
的
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
な
　
　
ト
リ
シ
ズ
ム
」
の
普
遍
性
の
証
左
と
し
て
、
「
ア
ガ
ペ
ー
」
と
仏
教
に
お
け

　
　
　ら
び
に
そ
の
他
の
人
々
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
多
元
主
義
を
内
包
す
る
と
い
　
　
る
「
慈
悲
（
ぎ
ミ
§
）
」
の
類
比
や
、
両
宗
教
に
お
け
る
「
脱
ー
自
我
」
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

　
　
　う
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
生
じ
る
他
者
へ
の
配
慮
な
ど
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

　
　
　
　次
い
で
第
二
の
論
点
、
近
代
人
が
喪
失
し
た
「
超
越
」
を
再
び
要
請
す
　
　
ア
ビ
ー
は
こ
れ
に
対
し
、
テ
イ
ラ
ー
は
実
践
的
な
善
意
に
よ
る
行
い
に
は
、

　
　　る
こ
と
に
関
し
て
、
フ
レ
イ
ザ
ー
は
「
超
越
」
概
念
が
曖
昧
で
抽
象
的
で
　
　
非
宗
教
的
な
世
俗
的
肇
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
と
反
論
し
て
い

　
　
　あ
る
点
を
指
摘
し
つ
つ
、
曖
昧
で
あ
る
が
ゆ
え
に
む
し
ろ
「
超
越
」
が
一
　
　
　
る
（
日
四
覧
o
円
H
り
8
斜
b
。
①
）
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
テ
イ
ラ
ー
は
宗
教
的
基
礎

　　
　
般
的
な
（
α
q
Φ
口
霞
巴
）
も
の
と
捉
え
ら
れ
、
す
べ
て
の
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
う
　
　
　
づ
け
の
あ
る
善
行
の
源
泉
も
、
非
宗
教
的
な
善
行
の
源
泉
と
同
様
、
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　　
る
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
ア
ビ
ー
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
取
　
　
同
士
の
衝
突
や
裏
切
り
に
陥
る
危
険
性
を
持
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
　

　
　
　り
組
み
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
多
元
主
義
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る
こ
と
を
　
　
的
な
善
の
源
泉
が
優
位
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

’
　
　
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
近
代
に
お
け
る
不
信
仰
の
拡
大
と
い
う
事
態
か
ら
、
　
　
　
第
四
の
論
点
に
つ
い
て
、
テ
イ
ラ
ー
は
異
文
化
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

　
　　
キ
リ
ス
ト
教
が
い
か
に
実
り
多
く
学
び
取
る
か
（
例
え
ば
「
寛
容
」
を
学
　
　
テ
ィ
ー
を
尊
重
し
つ
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
に
成
功
し
た
事
例
と
し
て
、
十

㎝
・
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
特
徴
と
そ
の
妥
当
性
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三



一
二
四

六
世
紀
の申
国
に
お
け
る
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
の
活
動
を
挙
げ
て
い
る
。
フ
レ
　
　
ジ
ョ
ン
に
次
元
を
欠
く
」
見
方
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ

イ
ザ
ー
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
歴
史
に
お
い
て
、
善
行
と
同
程
度
、
蛮
行
も
　
　
　
し
て
「
超
越
を
知
る
者
」
は
、
「
世
俗
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
と
と
も
に
、
新

重
ねら
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
歴
史
的
な
実
践
例
を
善
の
論
拠
と
す
　
　
　
二
i
チ
ェ
主
義
者
の
ア
ン
チ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
ー
正
義
な
き
善
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
り

る
こ
と
は
困
難
だ
と
述
べ
る
。
ア
ビ
ー
は
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
の
事
例
に
関
し
、
　
　
　
に
は
抵
抗
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
超
越
を
知
る
者
」
と
は
、
実
定
宗
教

テイ
ラ
ー
に
と
っ
て
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
が
重
要
で
あ
る
理
由
は
、
あ
る
文
化
　
　
　
を
信
奉
す
る
人
間
に
限
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
テ
イ
ラ
ー
の
「
超
越
」
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
り

に

お

い
て何
が
妥
当
な
人
間
的
差
異
で
あ
り
、
何
が
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
　
　
念
に
お
け
る
、
曖
昧
で
具
体
性
を
欠
く
と
い
う
一
面
が
、
逆
に
実
定
宗
教

矛盾
し
な
い
の
か
を
追
及
す
る
こ
と
が
、
マ
テ
オ
リ
ッ
チ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
　
　
に
与
し
な
い
者
へ
の
可
能
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
リ

ト
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
捉
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
後
の
著
作
『
宗
教
の
今
日
的
様
相
』
に
お
い
て
表
明
さ
れ
る
こ
と
に

　
（
二
）
1
②
　
テ
イ
ラ
ー
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
お
け
る
疑
問
点
　
　
　
　
な
る
が
、
テ
イ
ラ
ー
は
「
超
越
を
知
る
」
事
例
に
、
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
な

　
　
　
　
　
　ー
「
多
元
性
」
と
「
超
越
」
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
多
様
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
含
め
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
筆
者

　
以上
、
テ
イ
ラ
ー
研
究
者
に
よ
る
議
論
の
展
開
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
で
、
　
　
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
お
い
て
他
宗
教
・
無
宗
教
へ
の

筆者
の
見
解
を
の
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
『
カ
ト
リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
　
　
　
配
慮
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ア
ビ
ー
の
見
解
に
同
意
し
た
い
。

全体
の
位
置
づ
け
と
し
て
、
テ
イ
ラ
ー
は
現
代
人
に
と
っ
て
力
を
持
ち
う
　
　
　
続
け
て
フ
ン
イ
ザ
ー
の
第
二
の
論
点
、
「
超
越
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

る
道
徳
的
源
泉
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
を
優
位
に
置
い
　
　
『
自
我
の
源
泉
』
な
ら
び
に
『
カ
ト
リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
で
示
さ
れ
た
、

た
の

では
な
く
、
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
示
し
た
と
評
価
で
き
る
。
と
い
　
　
近
代
以
降
の
人
間
の
危
機
に
対
し
て
、
テ
イ
ラ
ー
が
提
唱
す
る
も
の
は
、

う
の
も
テ
イ
ラ
ー
は
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
の
可
能
性
を
主
張
す
る
だ
け
で
　
　
「
人
間
の
生
を
超
え
た
も
の
」
す
な
わ
ち
「
超
越
」
概
念
の
再
生
で
あ
る
。

なく
、
宗
教
的
信
仰
を
持
た
な
い
者
に
つ
い
て
も
考
慮
の
対
象
と
し
て
い
　
　
「
超
越
」
は
、
人
間
の
生
を
超
え
る
も
の
を
顧
慮
し
な
い
「
排
他
的
人
間
主

る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
『
カ
ト
リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
の
記
述
に
お
い
　
　
義
」
や
「
世
俗
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
の
限
界
を
打
開
す
る
概
念
と
し
て
想

て
、
新
二
ー
チ
ェ
主
義
者
の
よ
う
な
無
神
論
者
は
、
「
世
俗
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
　
　
定
さ
れ
て
い
る
（
目
o
覧
o
目
H
O
8
β
。
b
㊤
）
（
日
亀
一
〇
同
H
O
°
。
P
燈
宇
心
α
μ
㎝
H
㌣

　
ハ
の
リス
ト
」
と
同
様
に
宗
教
や
「
生
を
超
え
た
善
」
を
否
定
す
る
（
↓
曽
覧
o
H
　
　
認
H
）
。
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
テ
イ
ラ
ー
の
言
う
「
超
越
」
概
念
は
、

H¢㊤
㊤P
N
㊤
）
。
し
か
し
新
ニ
ー
チ
ェ
主
義
者
と
と
も
に
「
超
越
を
知
る
者
」
　
　
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
の
み
属
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ

は
、
「
世
俗
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
の
こ
の
世
に
対
す
る
失
望
を
見
て
も
驚
か
　
　
　
ら
に
言
え
ば
、
「
ユ
ダ
ヤ
ー
キ
リ
ス
ト
教
的
な
」
特
殊
性
も
必
然
的
に
持
つ

な
い
。
「
世
俗
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
の
こ
の
世
へ
の
評
価
は
、
「
生
の
ヴ
ィ
　
　
こ
と
も
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
超
越
」
の
語
は
、
排
他
的
人
間
主



義
を
超
え
る
も
の
を
表
現
す
る
語
と
し
て
暫
定
的
に
選
択
さ
れ
た
に
す
ぎ
　
　
　
や
「
照
罪
」
な
ど
が
、
多
元
性
を
保
持
し
つ
つ
「
超
越
」
に
接
触
し
よ
う

ず
、
テ
イ
ラ
i
自
身
、
よ
り
適
切
な
術
語
を
見
つ
け
る
こ
と
を
断
念
し
て
　
　
と
す
る
行
為
を
表
現
す
る
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、

いな
い
と
述
べ
て
い
る
（
日
錯
δ
『
H
8
り
げ
し
8
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
目
的
に
適
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
適
切
で
あ
ろ
う
。
し
か

　ま
た
テ
イ
ラ
ー
自
身
は
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
を
　
　
し
公
同
教
会
に
お
け
る
神
学
的
正
当
性
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
側
か
ら
唱

言
葉を
厳
密
に
使
い
分
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
テ
イ
ラ
ー
が
『
カ
ト
　
　
え
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」

リ
ッ
ク
的
近
代
か
？
』
に
お
い
て
、
「
我
々
」
と
い
う
語
の
大
半
は
「
カ
ト
　
　
の
説
明
は
十
分
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

リ
ッ
ク
信
誰
遊
さ
し
て
い
る
が
、
「
キ
リ
ス
ト
者
」
を
さ
し
て
い
る
箇
所
　
　
　
は
じ
め
に
人
間
の
多
様
性
の
由
来
に
つ
い
て
の
テ
イ
ラ
ー
の
理
解
を
疑

も
散
見
さ
れ
る
（
↓
餌
覧
〇
二
㊤
8
斜
置
）
。
こ
の
よ
う
に
、
テ
イ
ラ
ー
の
「
力
　
　
問
点
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
神
か
ら
出
た
被
造

ト
リ
シ
ズ
ム
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
特
殊
性
が
薄
い
が
ゆ
え
に
他
宗
教
の
　
　
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
様
に
造
ら
れ
た
た
め
、
人
間
は
共
同
性
（
統
合
）

信徒
や
無
神
論
者
に
対
し
て
、
あ
る
程
度
の
説
得
力
を
持
ち
う
る
。
す
な
　
　
な
ら
び
に
多
元
性
（
差
異
）
を
持
ち
う
る
、
と
理
解
さ
れ
て
い
た
（
↓
鋤
覧
o
同

わ
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
た
め
の
説
得
で
は
な
く
、
各
人
が
自
　
　
同
㊤
O
⑩
ρ
置
山
㎝
）
。
神
の
三
位
｝
体
性
を
、
そ
の
似
像
で
あ
る
人
間
の
多
様

己
の

アイ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
認
し
つ
つ
、
「
超
越
」
に
対
し
て
目
を
ひ
　
　
性
を
成
立
さ
せ
る
根
拠
と
し
て
テ
イ
ラ
ー
が
用
い
る
の
は
、
彼
が
「
受
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
リ

ら
か
れ
る
よ
う
し
む
け
る
力
を
持
つ
。
そ
の
点
に
お
い
て
筆
者
は
プ
レ
イ
　
　
を
通
じ
た
贋
罪
」
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
受
肉
が
複
数
の
被
造
物
に
お
い

ザー
の
意
見
を
評
価
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
現
実
化
し
た
と
い
う
理
解
に
た
つ
た
め
で
あ
ろ
う
。
受
肉
の
複
数
性
な

　
他方
で
テ
イ
ラ
ー
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
は
、
他
宗
教
や
無
宗
教
に
対
　
　
　
ら
び
に
受
肉
を
通
し
た
贋
罪
と
い
う
観
点
か
ら
出
発
し
な
い
限
り
、
「
キ
リ

し
て
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
内
部
に
お
い
て
、
特
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
　
　
　
ス
ト
教
（
O
冒
凶
ω
寓
餌
巳
蔓
）
」
が
人
間
集
団
に
お
け
る
多
元
性
の
根
拠
と
な
る

ト
に
対
し
て
、
彼
の
主
張
は
説
得
力
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
　
　
と
い
う
帰
結
に
は
至
ら
な
い
。
テ
イ
ラ
ー
の
こ
の
よ
う
な
理
解
が
教
義
の

考
え
る
。
こ
こ
で
筆
者
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
が
、
公
同
　
　
正
統
性
に
適
う
か
否
か
を
問
う
こ
と
は
、
『
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
的
近
代
か
？
』

の

教
会
に

おけ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
教
義
に
忠
実
で
な
い
と
批
判
し
た
い
わ
　
　
で
の
彼
の
試
み
や
意
図
に
合
致
し
な
い
た
め
、
重
要
な
問
題
で
は
な
い
。

け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
テ
イ
ラ
ー
の
思
索
を
辿
る
作
業
に
お
い
て
、
教
　
　
　
問
題
は
、
彼
の
「
受
肉
を
通
じ
た
贋
罪
」
お
よ
び
「
受
肉
の
複
数
性
」
と

義
の

正当
性
に
関
す
る
論
点
ば
か
り
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
テ
イ
ラ
ー
　
　
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
が
、
非
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
や
無
神
論
者
に
対
し
て
よ
り

自
身
の
意
図
を
看
過
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
テ
イ
ラ
ー
が
「
カ
　
　
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
に
対
し
て
容
認
し
が
た
い
も
の
に
な
っ
て
い

ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
お
い
て
用
い
て
い
る
教
義
的
事
柄
す
な
わ
ち
「
受
肉
」
　
　
　
る
と
い
う
点
に
、
テ
イ
ラ
ー
が
自
覚
的
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に

㎝
・
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
特
徴
と
そ
の
妥
当
性
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五



一
二
六

あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
教
義
に
お
い
て
は
、
「
受
肉
の
複
数
性
」
　
　
ト
は
、
テ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
「
受
肉
の
ロ
ジ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
（
↓
帥
覧
o
H

よ
り
も
イ
エ
ス
に
お
け
る
受
肉
の
一
回
性
の
教
義
、
ま
た
「
受
肉
を
通
じ
　
　
H
㊤
㊤
O
斜
嵩
）
。
彼
が
論
じ
よ
う
と
す
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
原
理
」
と
は
「
キ
リ

た

照罪
」
よ
り
も
十
字
架
に
お
け
る
神
の
子
の
ケ
ノ
ー
シ
ス
に
よ
る
順
罪
　
　
　
ス
ト
教
信
仰
そ
の
も
の
の
内
」
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
全
世
界
へ
の
布
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

の

教義
が
中
心
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
神
の
似
像
」
と
し
て
の
人
間
　
　
　
の
試
み
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
ロ
ジ
ッ
ク
の
実
際
の
在
り
よ
う
そ
の
も
の

理解
に
も
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
や
共
同
体
の
交
わ
り
に
「
似
像
」
　
　
で
あ
る
。
テ
イ
ラ
ー
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
受
肉
」
は
、
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

を
見
出
す
理
解
も
有
力
で
あ
る
。
テ
イ
ラ
ー
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
　
　
際
は
教
義
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

てど
の
よ
う
な
答
え
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
『
O
U
①
O
け
　
O
h
O
ぼ
凶
ω
け
Φ
昌
α
O
昌
P
）
」
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
が
諸
文

　
テ
イ
ラ
ー
の
「
受
肉
を
通
じ
た
腰
罪
」
お
よ
び
「
受
肉
の
複
数
性
」
と
　
　
化
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い

いう
観
点
は
、
む
し
ろ
J
・
ヒ
ッ
ク
が
宗
教
的
多
元
性
を
確
保
す
る
た
め
　
　
る
。

に

提
唱し
た
方
法
、
す
な
わ
ち
受
肉
を
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
解
釈
し
、
宗
　
　
　
（
二
）
1
③
　
テ
イ
ラ
ー
の
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
に
お
け
る
疑
問
点

教
的
に

偉
大な
諸
人
物
が
神
的
実
在
に
応
答
し
て
生
き
る
そ
の
生
を
、
神
　
　
　
　
　
ー
「
ア
ガ
ペ
ー
」
と
「
異
文
化
へ
の
宣
教
」
ー

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
り

の

実在
が
「
受
肉
し
て
い
る
」
と
捉
え
る
仕
方
に
通
じ
る
。
例
え
ば
以
下
　
　
　
さ
ら
に
、
『
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
的
近
代
か
？
』
の
第
三
の
論
点
、
「
無
条
件

の
テイ
ラ
ー
の
記
述
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
近
代
の
世
俗
文
化
に
お
　
　
　
の
愛
」
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

い
ては
、
「
受
肉
の
生
の
様
式
（
ぽ
＄
琶
p
。
賦
o
口
巴
已
o
ロ
①
o
h
一
一
出
Φ
）
」
と
い
　
　
　
　
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
を
善
と
す
る
者
に
は
、
す
で
に
「
善
い
と
さ
れ
た
」

う
真
正
の
福
音
の
発
展
と
、
「
福
音
を
帳
消
し
に
す
る
よ
う
な
神
を
お
し
ま
　
　
被
造
物
へ
の
、
神
か
ら
の
無
条
件
の
愛
す
な
わ
ち
「
ア
ガ
ペ
ー
」
が
、
文

い
に

する
こ
と
（
㊤
巳
o
ω
ぎ
ぴ
q
o
訟
8
0
0
Ω
昏
簿
昌
Φ
ぴ
q
9
Φ
ω
昏
①
α
q
o
ω
b
Φ
一
）
」
　
　
化
的
・
霊
的
な
多
元
性
を
保
証
し
つ
つ
す
べ
て
の
被
造
物
に
与
え
ら
れ
て

と
の
混
合
が
生
じ
た
と
い
う
（
↓
四
覧
o
H
H
O
O
㊤
ρ
日
①
）
。
つ
ま
り
福
音
は
、
　
　
　
い
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
テ
イ
ラ
ー
の
意
図
は
、
無
神
論
者
に
は
無
条

世
俗
文化
の
生
の
様
式
へ
と
「
受
肉
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
化
し
た
　
　
件
の
愛
の
行
い
が
不
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
ア

の

であ
る
。
ま
た
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
原
理
」
と
は
、
諸
　
　
ピ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
テ
イ
ラ
ー
は
善
い
行
い
の
宗
教
的
基
盤
だ
け
で
な

文
化
の多
様
な
信
仰
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
や
典
礼
様
式
、
「
受
肉
」
　
　
く
、
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
辺
境
を
超
え
た
連
帯
」
の
よ
う
な
世
俗
的
基
盤

へ
の

応
答
の

形
に

お
い
て

拡
大す
る
こ
と
な
く
し
て
、
布
教
は
不
可
能
だ
　
　
　
を
も
認
識
し
て
お
り
（
↓
口
覧
o
H
H
㊤
㊤
㊤
ρ
b
。
①
）
、
無
条
件
の
愛
は
信
仰
者
に

と
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
（
日
蝉
覧
負
H
㊤
O
㊤
斜
H
㎝
）
。
こ
の
よ
う
に
社
会
形
　
　
　
限
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

式
や

文
化
形
式と
結
合
し
よ
う
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
　
　
　
し
か
し
フ
レ
イ
ザ
ー
が
指
摘
す
る
通
り
、
「
ア
ガ
ペ
ー
」
と
「
慈
悲
」
の



鐸
嚢
翻
豹
薮
麺
雛
錘
藁
露
蟷
繹
　
結

近
代
人
が喪
失
し
た
「
超
越
」
へ
の
目
線
を
再
生
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
だ
　
　
　
テ
イ
ラ
ー
の
い
う
ユ
ダ
ヤ
ー
キ
リ
ス
ト
教
的
有
神
論
と
い
う
希
望
、
特

ろ
う
か
。
む
し
ろ
ア
ガ
ペ
ー
と
慈
悲
よ
り
も
、
受
肉
の
複
数
性
に
お
け
る
　
　
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
へ
の
期
待
に
お
い
て
、
そ
の
可
能
性
と
問
題
点
に
つ
い

神
の
内
在
性
と
、
仏
教
に
お
け
る
仏
性
の
内
在
を
比
較
し
た
方
が
、
メ
タ
　
　
　
て
検
討
し
て
き
た
。
テ
イ
ラ
ー
の
い
う
「
善
と
し
て
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」

フ
ァ
ー
と
し
て
は
有
効
な
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
さ
ら
に
テ
　
　
に
お
い
て
、
彼
が
意
図
し
た
よ
う
に
他
宗
教
や
無
神
論
者
へ
の
説
得
力
や

イ
ラ
ー
が
述
べ
て
い
る
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
に
お
け
る
「
脱
－
自
我
」
　
　
　
配
慮
は
あ
る
程
度
評
価
で
き
る
。
し
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ザ
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中
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Φ
5
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う
の
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ラ
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リ
シ
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果
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（
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§
）
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簡
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フ
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イ
ザ
ー
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「
無
我
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つ
　
　
て
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な
も
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あ
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も
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あ
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で
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ハ
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て
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持
た
な
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．
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鼠
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の
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い
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マ
テ
オ
リ
ッ
チ
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史
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事
例
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曖
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あ
る
と
述
べ
る
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に
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仏
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に
お
い
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取
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巻
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状
況
の
　
　
な
理
解
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っ
て
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る
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あ
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。
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。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
カ
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　最
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テ
オ
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ッ
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述
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こ
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れ
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。
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ザ
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史
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さ
れ
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薄
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。
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取
り
上
げ
て
い
き

化
で
の
宣
教
に
お
い
て
、
何
が
変
革
さ
れ
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。
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す
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あ
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あ
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。
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す
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。
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シ
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鬼
頭
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テ
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シ
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シ
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藁
（
b
。
0
8
）
伊
，
H
①
㎝
－
H
①
O
°

　　
人
の
両
親
を
持
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
悶
冨
器
斜
、
、
O
ず
賃
δ
ω
↓
9
覧
o
噌
．
ω
O
o
昏
〇
一
凶
o
凶
ω
ヨ
．
、
b
。
O
O
㎝
も
』
ω
O
・

㎝
・
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
特
徴
と
そ
の
妥
当
性
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九



一
三
〇

（
1
3
）
　
諺
げ
げ
①
ざ
．
甫
霞
ロ
貯
α
q
o
同
ω
覧
ヨ
ぎ
o
q
層
O
ゴ
国
二
①
ω
↓
g
。
覧
o
残
ω
O
ロ
些
－
　
　
　
　
↓
四
団
δ
巴
H
り
O
⑩
斜
窓
゜

　　
〇
一
幽
o
凶
ω
嚢
諺
幻
Φ
o
ぞ
8
H
ロ
p
牢
四
゜
・
Φ
実
b
。
0
8
も
゜
H
①
『
°
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
ア
リ
ス
タ
ー
・
E
・
マ
ク
グ
ラ
ス
、
本
多
峰
子
訳
『
十
字
架
の
謎

（1
4
）
　
牢
霧
9
．
δ
げ
四
二
Φ
ω
↓
餌
覧
9
、
ω
O
田
穿
畠
o
凶
ω
日
．
．
b
。
8
α
も
』
劇
H
°
　
　
　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
の
核
心
』
教
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
一
一
四
1
一
二
九

（1
5
）
守
圃
α
4
旨
』
b
。
辱
。
－
N
ω
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頁
。

（16
）
　
≧
げ
Φ
軍
．
．
日
琶
昌
o
q
o
機
ω
覧
量
貯
o
q
～
O
冨
二
Φ
ω
↓
ロ
覧
o
「
．
ω
O
勉
昏
－
　
　
（
2
6
）
　
モ
ル
ト
マ
ン
や
ブ
ル
ン
ナ
ー
な
ど
、
二
十
世
紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

　　
〇
一
凶
o
厨
日
”
諺
国
Φ
覧
団
8
H
碧
国
N
9
。
ω
興
”
、
卜
。
0
8
も
゜
峯
㊤
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
神
学
に
お
い
て
は
、
「
神
の
似
像
」
を
個
人
の
人
格
に
お
い
て
よ
り

（1
7
）
冒
6
も
゜
嵩
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
「
社
会
的
な
」
存
在
と
し
て
理
解
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
近
藤

（18
）
　
閏
鑓
ω
の
が
．
δ
冨
二
Φ
ω
↓
p
覧
o
㌦
ω
O
”
夢
o
目
。
凶
ω
ヨ
、
．
b
。
O
O
伊
o
』
蔭
9
　
　
　
　
　
勝
彦
『
啓
示
と
三
位
一
体
　
組
織
神
学
の
根
本
問
題
』
教
文
館
、
二

（
1
9
）
〉
び
げ
o
ざ
、
、
日
日
目
貯
α
q
o
『
ω
風
弓
貯
α
q
吋
O
ゴ
銭
一
霧
日
餌
覧
9
、
°
・
〇
四
匹
－
　
　
　
　
○
〇
七
年
、
二
一
六
－
二
二
七
頁
参
照
。

　
　
o
膏
凶
ω
員
諺
力
8
ぐ
8
H
雪
勾
同
器
臼
．
．
N
8
ρ
戸
H
O
S
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
、
間
瀬
啓
允
・
本
多
峰
子
訳
『
メ
タ
フ
ァ
ー
と

（2
0
）
　
「
世
俗
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
（
ω
8
巳
貧
ず
§
曽
巳
ω
け
）
」
の
語
は
、
超
　
　
　
　
し
て
読
む
神
の
受
肉
　
宗
教
多
元
主
義
へ
の
道
』
玉
川
大
学
出
版
局
、

　
　
越
に
目
を
向
け
な
い
と
い
う
点
で
「
排
他
的
人
間
主
義
」
と
同
様
の
　
　
　
　
一
九
九
九
年
、
一
三
一
頁
。

　
　
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
男
H
山
器
ひ
．
．
O
訂
二
Φ
ω
↓
9
覧
o
H
”
ω
O
餌
昏
o
膏
凶
ω
ヨ
、
、
h
。
0
8
・
”
』
ω
ド

（2
1
）
　
テ
イ
ラ
ー
の
超
越
概
念
に
つ
い
て
は
、
本
脚
註
の
（
5
）
に
お
い
て
　
　
　
（
2
9
）
　
ア
リ
ス
タ
ー
・
E
・
マ
ク
グ
ラ
ス
、
高
柳
俊
一
訳
『
宗
教
改
革
の

　
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
曖
昧
性
が
残
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
想
』
教
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
七
〇
ー
二
七
一
頁
参
照
。
同
書

（
2
2
）
　
き
げ
o
ざ
、
、
↓
自
導
貯
α
q
o
H
ω
官
目
ぎ
o
q
国
O
訂
「
匠
ω
↓
㊤
覧
臼
．
ω
0
9
。
昏
－
　
　
　
　
に
お
け
る
マ
ク
グ
ラ
ス
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
鼠
o
同
ω
嚢
済
切
8
ぐ
8
H
m
ロ
団
『
器
臼
．
．
b
。
0
8
も
」
O
O
°
　
　
　
　
　
　
　
　
客
は
カ
ト
リ
ッ
ク
性
の
本
質
が
教
会
制
度
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

（2
3
）
　
「
超
越
」
の
は
た
ら
き
は
二
つ
あ
り
、
第
一
に
「
生
を
超
え
る
こ
と
　
　
　
　
理
的
事
柄
に
あ
る
」
と
主
張
し
た
（
傍
点
筆
者
）
。
例
え
ば
メ
ラ
ン
ヒ

　　
を
め
ざ
す
」
こ
と
、
第
二
に
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
変
化
に
自
　
　
　
　
ト
ン
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
性
と
は
、
真
の
信
仰
の
普
遍
性
を
さ
す
」
と

　　
己
を
開
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
排
他
的
人
間
主
義
の
窮
境
を
打
開
す
　
　
　
　
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
宗
教
改
革
者
ら
は
、
「
自
分
た
ち
が
中
世
教

　　
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
日
p
。
覧
霞
H
O
O
O
P
N
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
か
ら
分
離
し
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
主
張
し
、

（2
4
）
　
原
文
で
は
．
扇
Φ
山
Φ
ヨ
冥
δ
づ
げ
眉
需
拐
夢
『
o
ロ
α
q
げ
ぢ
＄
ヨ
毘
o
蔑
、
　
　
　
　
そ
の
根
拠
が
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
中
心
的
で
普
遍
的
に
承

　
　
及び
．
．
図
Φ
山
Φ
ヨ
娼
口
o
㌣
冒
8
ヨ
”
笛
o
口
、
”
と
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
認
さ
れ
て
い
る
要
素
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
た
」
。
と



いう
の
も
宗
教
改
革
者
た
ち
は
、
「
歴
史
的
、
制
度
的
連
続
は
教
理
的

忠
実に
付
随
す
る
」
も
の
と
み
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

制度
よ
り
教
理
を
重
視
し
た
こ
と
が
、
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
カ

ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
と
同
時
に
、
改
革
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

主
張
の

根拠
と
な
っ
た
。

㎝
・
テ
イ
ラ
ー
に
お
け
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
特
徴
と
そ
の
妥
当
性
（
鬼
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
三


